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(57)【要約】
【課題】穀物張込状態における穀物乾燥動作の試験を可
能とする穀物乾燥機を提供することにある。
【解決手段】穀物乾燥機は、穀物乾燥を行う循環乾燥装
置（１）と、穀物循環検出機能（６）と、水分値検出機
能（５）と、時間検出機能（３）と、これら各装置を制
御する制御装置（２）とから構成され、上記制御装置（
２）は、穀物循環検出機能（６）による正常循環の検出
を条件に、水分値検出機能（５）による検出水分値が設
定値に達するまで循環乾燥装置（１）を稼動する通常乾
燥運転の制御機能を備えるとともに、この通常乾燥運転
を時間検出機能（３）による検出時間が設定値に達する
範囲で行う乾燥試験運転の制御機能を備え、この乾燥試
験運転に際して穀物張込がない状態にあっては、上記穀
物循環検出機能（６）および水分値検出機能（５）の検
出値によることなく運転を継続するものである。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯留室（１ｅ）に張込んだ穀物を乾燥室（１ｆ）に供給して通風乾燥または熱風乾燥し
、再度貯留室（１ｅ）に循環する穀物乾燥機において、
　前記乾燥室（１ｆ）から貯留室（１ｅ）へ循環する穀物から採取するサンプル穀物を取
り込み圧砕する手段（２２，２３）と、穀物の循環状態を検出する穀物循環検出機能と、
循環穀物の水分値を検出する水分値検出機能と備える水分計（５）を設け、
　水分計（５）の水分値検出機能による検出水分値が設定値に達するまで通風乾燥または
熱風乾燥する通常乾燥運転の制御機能と、前記熱風乾燥を一定時間行なって停止する乾燥
試験運転の制御機能とを制御装置（２）に設け、
　乾燥試験運転時には穀物循環検出機能が循環穀物有りを判定すると水分値検出機能によ
る循環穀物の水分値の検出を行なう構成とし、穀物循環検出機能が穀物無しを検出すると
、取り込み圧砕する手段（２２，２３）が動作確認のための作動を行なうことを特徴とす
る穀物乾燥機。
【請求項２】
　前記制御装置（２）は、乾燥試験運転について熱風乾燥前の通風乾燥の工程なしに循環
乾燥装置（１）を稼動制御することを特徴とする請求項１記載の穀物乾燥機。
【請求項３】
　制御装置（２）には利用者が設定した時間にわたって熱風乾燥を行なうタイマ乾燥運転
の制御機能を備え、該タイマ運転乾燥時は穀物循環検出機能で穀物の循環を検出するが、
水分検出機能による穀物の水分値の検出は行わないことを特徴とする請求項１記載の穀物
乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、張込まれた穀物を循環させつつ乾燥する循環乾燥装置を備えて穀物を順次乾
燥する穀物乾燥機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載の穀物乾燥機は、その構成機器を試運転用に制御する制御装置を備え
、この制御装置により、穀物張込なしの無負荷状態における穀物循環系、燃焼通風系、そ
の他の関係機器の動作確認をすることができる。
【特許文献１】特開２００１－１２８５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記制御装置による試運転は、穀物張込なしの機器動作試験であることから、
穀物との関係における循環異常検出や、穀物水分値の検出動作を確認することができない
という問題があった。
【０００４】
　本願発明は、穀物張込状態における穀物乾燥動作の試験を可能とする穀物乾燥機を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、貯留室に張込んだ穀物を乾燥室に供給して通風乾燥または熱風
乾燥し、再度貯留室に循環する穀物乾燥機において、前記乾燥室から貯留室へ循環する穀
物から採取するサンプル穀物を取り込み圧砕する手段と、穀物の循環状態を検出する穀物
循環検出機能と、循環穀物の水分値を検出する水分値検出機能と備える水分計を設け、水
分計の水分値検出機能による検出水分値が設定値に達するまで通風乾燥または熱風乾燥す
る通常乾燥運転の制御機能と、該熱風乾燥を一定時間行なって停止する乾燥試験運転の制
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御機能とを制御装置に設け、乾燥試験運転時には穀物循環検出機能が循環穀物有りを判定
すると水分値検出機能による循環穀物の水分値の検出を行なう構成とし、穀物循環検出機
能が穀物無しを検出すると、取り込み圧砕する手段が動作確認のための作動を行なうこと
を特徴とする。
【０００６】
　請求項２に係る発明は、請求項１の構成において、前記制御装置は、乾燥試験運転につ
いて熱風乾燥前の通風乾燥の工程なしに循環乾燥装置を稼動制御することを特徴とする。
【０００７】
　請求項３に係る発明は、請求項１の構成において、制御装置には利用者が設定した時間
にわたって熱風乾燥を行なうタイマ乾燥運転の制御機能を備え、該タイマ運転乾燥時は穀
物循環検出機能で穀物の循環を検出するが、水分検出機能による穀物の水分値の検出は行
わないことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明による穀物乾燥機は、通常乾燥運転により設定水分値による穀物乾燥が
できる。また、乾燥試験運転により、張込穀物があるときには穀物循環検出機能と水分値
検出機能の動作確認を行なうことができると共に、張込穀物が無いときでも水分計５の取
り込み圧砕する手段の動作確認ができる。
【０００９】
　請求項２の発明による穀物乾燥機は、乾燥試験運転を迅速化することができる。
【００１０】
　請求項３の発明による穀物乾燥機は、タイマ運転乾燥時は穀物循環検出機能で穀物の循
環を検出するが、水分検出機能による穀物の水分値の検出は行わないことで、無駄なサン
プル穀物を取り込む必要が無くすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　上記技術思想に基づいて具体的に構成された実施の形態について以下に図面を参照しつ
つ説明する。
　穀物乾燥機は穀物を貯留する貯留室１ｅと、バーナ１ｄで生成した熱風を穀物に晒す乾
燥室１ｆと、乾燥室で乾燥作用を受けた穀物を貯留室に循環するための昇降機と、乾燥室
を通過した熱風を吸引して機外に排風として排出する排風ファンとを設けている（図６、
図７参照）。
【００１２】
　穀物乾燥機は、張込んだ穀物を循環機構によって循環させつつ通風乾燥または熱風乾燥
によって穀物乾燥を行う循環乾燥装置１について、その動作制御のための制御システムを
構成する。そのシステム構成は、入出力構成図を図１に示すように、循環乾燥装置１を制
御する制御装置２に穀物乾燥機の運転操作のためのスイッチ類およびセンサ類を接続して
構成される。
【００１３】
（制御システム）
　穀物乾燥機の制御システムについて詳細に説明すると、制御装置２の出力側には循環乾
燥装置１が接続され、この循環乾燥装置１は、昇降機１ａ、ロータリバルブ１ｂ等による
循環機構と、排風ファン１ｃ、燃焼バーナー１ｄ等による乾燥機構等から構成され、制御
装置２によって穀物を循環しつつ通風乾燥または熱風乾燥を行う。
【００１４】
　制御装置２には経過時間監視用の時間検出機能３を内蔵するとともに、その入力側には
、穀物張込量を検出する張込量検出センサ４、穀粒の水分値を検出する水分値検出機能と
穀物の循環状態を検出する穀物循環検出機能を備える水分計５、穀物乾燥機による作業工
程と対応する張込スイッチ１１ａ、通風スイッチ１１ｂ、排出スイッチ１１ｃ、停止スイ
ッチ１１ｄ、通風工程についての通風時間設定スイッチ１１ｅ等の運転操作用のスイッチ
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類、および、乾燥工程について設定水分値まで穀物を乾燥する通常乾燥運転用の乾燥スイ
ッチ１２、設定時間限定で穀物を乾燥するタイマ乾燥運転用のタイマ乾燥スイッチ１３、
機器動作を確認する乾燥試験運転用の試運転スイッチ１４の乾燥工程運転モード切替スイ
ッチを接続してそれぞれの信号を制御装置２に入力する。
【００１５】
　水分計５は、内部構成を表す縦断面図（ａ）および正面図（ｂ）を図２に示すように、
サンプル穀粒を受ける上部開口としてのファンネル２１、その下端に臨んで１粒ずつ取り
込む横送り螺旋体による繰り出しロール２２、およびその１粒を押し潰しつつ導電性を計
測する対向圧砕ロール２３を設けている。そして、この水分計５を、例えば、昇降機１ａ
における落下穀粒を受ける位置に配置することにより、循環穀物を取り込む。この検出結
果を用いて穀物の循環しているか否かの確認をする穀物循環検出機能と、水分値を検出す
る水分値検出機能を果たしている。
【００１６】
　この場合において、水分計５を水分値検出機能として作動する時は、間隔を置いた多粒
計測、例えば１５分間隔で３２粒ずつの計測による水分値検出を行い、穀物循環検出機能
として作動する時は、連続的な少粒計測、例えば３分間隔で１粒ずつの計測による水分値
検出を行う。
【００１７】
　制御装置２による制御は、上記操作スイッチの信号に応じて関係する作業工程の機器を
制御することにより、穀物乾燥機による張込、通風、乾燥、排出、停止の各工程の作業を
行う。この場合において、乾燥工程については上記３つの運転モード、すなわち、タイマ
乾燥運転、通常乾燥運転、乾燥試験運転をモードスイッチの選択操作によって切替える。
【００１８】
　タイマ乾燥運転では、穀物循環検出機能を作動させるが、水分値検出機能５を作動させ
ることなく、時間検出機能による検出時間が利用者が設定した設定時間に達する範囲で運
転を継続する。この運転モードにより、水分計５の無駄な動作とそれに伴う無駄な穀粒処
分を抑えつつ、所望の乾燥時間による穀物乾燥が可能となる。特に設定水分値まで達して
通常乾燥運転が終了した後、利用者が乾燥具合を見て、もう少し乾燥させたい時に水分計
５の数値にとらわれないで乾燥できる。
【００１９】
　通常乾燥運転では水分値検出機能５による検出水分値が設定値に達するまで循環乾燥運
転を継続する。この運転モードにより、所望の水分値の穀物乾燥が可能となる。いずれの
運転モードについても、乾燥工程における循環異常に際して穀物乾燥機および乾燥穀物の
保全を確保するべく、穀物循環検出機能６による正常循環の検出下で乾燥工程の運転を継
続する。
【００２０】
　また、乾燥試験運転では、予め制御装置２に設定してある（例えば２０分）設定時間に
ついて上記循環乾燥運転を行い、主としてセンサ類やバーナの異常が無いかを確認するた
めに行なう。この乾燥試験運転に際して穀物張込がない状態にあっては、繰り出しロール
２２と対向圧砕ロール２３を作動させて、利用者が水分計５の確認窓５ａから動作確認が
行える一方、穀物が無しを検出しても異常を報知することなく運転を継続する。
【００２１】
　また、乾燥試験運転では、穀物張込がある時は通常乾燥運転と同様に水分値検出機能お
よび穀物循環検出機能として機能させることによってそれぞれの機能についての確認がで
きる。
【００２２】
　水分計５の制御についてまとめると、運転モード別の制御態様をまとめた区分図表を図
３に示すように、タイマ乾燥運転では穀物循環検出機能を機能させ、通常乾燥運転では水
分値検出機能および穀物循環検出機能を機能させることにより、選択されたモードの運転
を行うことができる。
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　また、試運転、すなわち乾燥試験運転については張込穀物の有だと水分値検出機能およ
び穀物循環検出機能を機能させる。そして、張込穀物が無いと水分値検出機能および穀物
循環検出機能のいずれも機能させない。但し、繰り出しロール２２及び対向圧砕ロール２
３を作動させて、メカ的に動作を行なっているかを確認できるものとしたものである。
【００２３】
（張込時の水分測定処理）
　次に、張込時に所定スイッチにより水分測定を行うものにあっては、穀物張込を何度か
に分けて作業する場合に、その間に水分測定の操作をすると、投入穀物の中断によって水
分計異常表示および異常報知し、オペレータに不快感を与えるという問題があった。
【００２４】
　その解決のために、張込時に所定スイッチにより水分測定を開始した場合に、開始から
タイマーで約１０分経過時に水分測定を強制終了させ、この間は、穀物が途絶えても、サ
ンプリング（穀物が１粒もこない）あるいは測定時間超過（測定粒数終了しない）につい
ての異常検出停止を行わず、強制終了時間を過ぎても水分測定が終了しない場合は水分測
定を強制終了させ、水分計駆動出力を停止する制御処理を構成する。
　上記制御処理により、予想外の警報を受けることによるオペレータの違和感を解消する
とともに、水分測定終了までの無駄な運転を防止することによって張込時の水分測定機能
性を向上することができる。
【００２５】
（試運転効率制御）
　また、試運転モードについては、循環機構が正常に動くこと、およびバーナー（１ｄ）
が正常に燃えること、すなわち、各部モータの駆動・停止および乾燥時の機能を確認をす
る際に、乾燥前の初期通風または乾燥後の冷却通風の設定の有無によることなく、試運転
時は通風無しに通常の工程で停止するように制御処理を構成する。このように構成するこ
とにより、穀物乾燥の一連の作業工程において乾燥工程開始時の初期通風、乾燥工程終了
時の冷却通風を既に設定してある場合においても、試運転モードを選択操作するだけで、
通風工程無しに試運転を進めることができるので、通風についての設定変更の煩雑な操作
を要することなく、各機器の機能を最短時間で確認することができる。
【００２６】
（タッチパネル制御）
　次に、タッチパネル液晶ディスプレーを設けた制御操作盤により、電源投入時に電源周
波数、水分計、スロワ、張込量検出機能等の接続状態のシステムチェックを行ってそれに
応じた制御を行うものにおいては、穀物乾燥機の電源投入時または緊急停止（システムリ
セット）時の初期画面の表示時に、タッチパネルの表示例を図４（ａ）に示すように、「
点検」スイッチを一時的に表示し、その一定時間後に次画面、例えば図４（ｂ）に示す待
機画面に移行させる。その一時的な表示中に「点検」スイッチを押した場合はスイッチ操
作を受付け、システムチェックの完了を待ってから「点検」モードに移行し、例えば図４
（ｃ）に示す点検画面に移行するように制御処理を構成する。
【００２７】
　このようにタッチパネルの画面を制御することにより、穀物乾燥機のオペレータにとっ
て不必要で誤操作の原因となる「点検」キースイッチをシステム起動時のみ設けてその後
消去し、また、待機中や他の作業モードでは表示しないので、誤操作による混乱を招くこ
となく、メンテナンス担当者に必要な操作性を確保することができる。
【００２８】
（異常発生表示）
　また、穀物乾燥機のコントローラでの異常発生の処置に関し、タッチパネル液晶ディス
プレーと「７セグ」と略称される７セグメント表示部を設け、張込、排出、通風中などで
、作業に支障のないセンサー系の異常を検出した場合、検出時の動作は作業を継続し、画
面には該当センサ、アクチュエータ類の異常を表示する。また、液晶画面に「戻る」キー
を設け、画面を各運転中の該当画面に戻す。この戻り操作により、液晶画面表示は通常画
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面に戻すとともに、７セグには異常番号を継続して表示するように制御処理を構成する。
【００２９】
　詳細には、張込、排出中は、搬送系以外のセンサ、アクチュエータ類が異常でも作業に
支障がない（水分計は場合により排出停止で必要）ので異常停止せず、異常表示を「戻る
」スイッチで戻すことによって画面も通常画面に戻すとともに、７セグには対応する異常
番号を表示する。「停止」スイッチを押せば、一旦ブザーを止め、再度押すとリセットし
て全停止するように制御処理を構成する。同じように、通風中でもバーナ系統は作業に支
障がないので、同様の制御処理を構成する。
【００３０】
　上記制御処理により、例えば、張込、排出中に温度センサー類の異常を検知しても、作
業に支障がないため作業は継続してよいが、画面に異常を表示したままでは不便であり、
張込中であればエレベータモータの負荷程度の表示、排出中であれば仕上がり量、排出終
了時間の表示等を行うので、画面を元に戻すことが情報提供として非常に有用である。
【００３１】
（熱排風温度センサ異常）
　次に、張込量検出値あるいは、張込量設定値および乾燥設定値により乾燥温度を決定し
、各種温度検出値により検出温度を補正し、水分測定値と水分設定値により乾燥停止する
ものにおいては、熱排風温度センサが誤組状態のままで乾燥を継続すると、排風ファン側
の温度が低いため、燃焼量が最大まで上がり、やがて胴割れあるいは穀物品質低下となる
。熱風温度が左右のセンサの平均であればさらに、右側は異常に高くなる。この状態では
、排風ファン側の異常高温検知によっても手遅れとなる。
【００３２】
　そこで、制御処理のフローチャートを図５に示すように、乾燥初期に張込量検出値ある
いは、水分測定時間（Ｓ１、Ｓ２ｂ）からタンク内に穀物が張込まれていることの判定（
Ｓ３）を行い、熱風温度が排風温度より低ければ（Ｓ４）、熱風温度センサの故障あるい
は熱排風温度センサの誤組異常と判定（Ｓ５）し、異常報知するとともに異常処置を行う
ように制御処理を構成する。
【００３３】
　上記制御構成により、熱排風温度センサの誤組が発生（ハーネス不良、市場での配線修
理不良）していても、乾燥初期に判定し、穀物胴割れおよび穀物品質劣化を防止すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】穀物乾燥機の制御システムの入出力構成図
【図２】水分計の内部構成を表す縦断面図（ａ）および正面図（ｂ）
【図３】運転モード別の制御態様の表区分図
【図４】タッチパネルの初期画面（ａ）、待機画面（ｂ）、点検画面（ｃ）の表示例
【図５】制御処理のフローチャート
【図６】穀物乾燥機本体の正面図（ａ）および側面図（ｂ）
【図７】穀物乾燥の内部を示す背面から見た図
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　循環乾燥装置
　１ｅ　　貯留室
　１ｆ　　乾燥室
　２　　　制御装置
　３　　　時間検出機能
　４　　　張込量検出センサ
　５　　　水分値検出機能（水分計）
　６　　　穀物循環検出機能（水分計）
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　１２　　乾燥スイッチ
　１３　　タイマ乾燥スイッチ
　１４　　試運転スイッチ
　２２　　繰り出しロール
　２３　　対向圧砕ロール

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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